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１．まえがき 

 

近年の無線通信技術の急速な発展に伴い,アドホックの技
術を利用した無線メッシュネットワークが注目されている.
無線メッシュネットワークにおいて IEEE802.11 のような
複数の伝送レートを使用可能な無線システムを利用する場

合, 伝送レートを考慮した経路選択を行うことで特性向上
が見込まれる[1][2].本稿では,中間ノードが近隣ノードとの
通信で利用可能な伝送レートに基づいて経路制御を行う方

式を提案する. 
 

２．提案方式 

 

 本稿では AODV(Ad hoc On-Demand Distance Vector)を基

盤プロトコルとして利用する[3].AODV では経路構築を行う

際,送信元ノードと各中間ノードは Route Request(RREQ)メ

ッセージをブロードキャストし,RREQ を受信した送信先ノ

ードは Route Reply(RREP)をユニキャストで返信すること

で経路構築が完了する.また,AODV では送信先ノードに最初

に到着した RREQ が経由した経路を利用する. 

 本稿では,RREQ の転送時に,利用可能な伝送レートに応じ

た優先度付けを行うことにより,利用可能な伝送レートが

高い経路が優先的に選択される経路構築方式の提案を行

う. 

 
２.１ ホップ数・適応伝送レート制御を用いた経路制御 

 提案方式の経路選択基準ではホップ数と利用可能な伝送

レートを採用する.まず,送信元ノードは AODV と同様に

RREQ のフラッディングを行う.RREQ を受信した近隣ノード

は,近隣ノードが送信する RREQ の受信を一定時間待つこと

で,利用可能な経路の候補を集取する.次に,最小ホップの

経路について,RREQ を送信したノードと自ノードの間で利

用可能な伝送レートを RREQ の SNR(Signal to Noise Ratio)

から推定する.また,AODV では最初に送信先ノードに到着し

た RREQ が経由した経路が採用されるため,利用可能な伝送

レートが高いほど早く転送処理を行い,伝送レートが低い

ほど遅く転送処理を行うことで,RREQ の優先度付を行う. 

 
２.２ 経路構築の動作例 

 図１に提案方式の動作例を示す.ノードSは送信元ノード,

ノード D は送信先ノード,ノード N１~７は中間ノードを示

す.また,矢印の先の数字は伝送レートを示す.ノード S が

RREQ のフラッディングを開始すると,ノード N1, N2, N3 は

ノード S からの RREQ を受信し,各ノードは伝送レートに応

じた遅延後に RREQ の再転送処理を行う.図１の場合,N2, N1, 

N3 の順に伝送レートが高く,伝送レートが高いほど早く転

送処理を行うため, N2, N1, N3 の順に転送処理が行われる.

次に,ノード N4, N5, N6 がそれぞれ２つの RREQ を受信する.

各ノードは最小ホップ数が同じであるので,それぞれの場

合での伝送レートを比べる.N4では48Mbpsと 36Mbpsの２つ

が選択候補になるが,ここでは伝送レートの高い 48Mbps の

RREQ が選択され,48Mbps の伝送レートに応じた遅延後に

RREQ の再転送処理を行う.N5と N6についても伝送レートの

高いものが選択され,それぞれ再転送処理がなされる.同様

の動作を繰り返した結果,各経路のホップ数と遅延値は表 1

となる.また,ノード Dにはノード N2と N5を経由する(1)の

RREQ が最初に到着する.表１より,(3)の RREQ はホップ数が

他の２つより多いため,経路候補から外される.次

に,(1),(2)のRREQを比べると,(1)の伝送レートが高いので

N2 と N5 を経由する経路が選択される.最後に,ノード D は

AODV と同様に RREP の返信を行うことで経路が構築する. 

 

３．まとめ 

 

 本稿では,中間ノードが近隣ノードとの通信で利用可能

な伝送レートに基づいて経路構築に関わる優先度を変化さ

せる経路構築手法について検討を行った. 
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図１ ホップ数・伝送レートを考慮した経路構築例 

 

表１ Route Request 選択の例 

(1) Route Request ホップ数= 3 , 伝送レート= 48Mbps 

(2) Route Request ホップ数= 3 , 伝送レート= 36Mbps 

(3) Route Request ホップ数= 4 , 伝送レート= 48Mbps 
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